
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)58,111-112(21X15)

耕作放棄地に放牧した少頭数放牧牛群の行動と尿中コルチゾール
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1 はじめに

東北地域では、水田跡地や桑園跡地などの耕作放棄地

の増加が著しく、それらの放牧利用に対する期待は大き

い。しかし、耕作放棄地は複雑地形かつ狭小面積で分散

立地していることが多く、このような条件に対して、従

来の大面積、畑土壊条件を対象とした草地化技術や多頭

数牛群による放牧技術では対応が難しい。特にウシは群

れで行動する性質を有することから、狭小な耕作放棄地

で放牧される少頭数牛群にとって、それが行動パターン

やストレス度にどのような影響を及ぼすのか、これまで

調査されてきた放牧牛の多くは人工草地での多頭数放牧

牛群が対象だつたため不明な点は多い。そこで本試験で

は、耕作放棄地に放牧された少頭数牛群の行動およびス

トレスホルモンについて、大面積人工草地に放牧された

多頭数牛群のそれらと比較したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験地、家畜

岩手県盛岡市名乗沢地区の名乗沢放牧地 (A牧区およ

び B牧区)および岩手県雫石町にある岩手大学農学部付

属寒冷 FSC御明神牧場を調査地とした。名乗沢放牧地

は水田跡地を草地化しており、A牧区、B牧区の面積は

それぞれ 41aおよび 37aであつた (以下、水田跡地とす

る)。 御明神牧場の放牧地の面積は226aで あつた(以下、

大面積放牧地とする)。 水田跡地では、1番草、再生草の

放牧時ともに 1牧区につき同一農家所有の黒毛和種 2頭

(た だしB牧区での再生草時は黒毛和種 1頭 と日本短角

種 1頭)を放牧した。大面積放牧地では、 1番草の放牧

時には黒毛和種 24頭、日本短角種 4頭および交雑種 1

頭の計 29頭、再生草の放牧時には黒毛和種 12頭、日本

短角種 4頭の計 16頭 を放牧した (表 1)。 水田跡地では

A牧区の 2頭、B牧区の 2頭計4頭を調査個体とした。

大面積放牧地では、黒毛和種 3頭を抽出し調査個体とし

た。

(D調査方法

1番草、再生草のそれぞれの放牧時において、入牧数

日後および退牧数日前に直接観察法による行動調査を行

つた。調査は日の出から日没まで行った。社会行動は連

続観察により記録し、それ以外の行動は摂食行動、休息

行動、自己なめ行動、移動、葛藤行動、異常行動および

その他に分類し、1分 ごとのタイムサンプリングにより

記録した。また、各行動調査の前後数日以内に 1回、さ

らに終牧後に 1回、行動調査対象牛 (ただし水田跡地に

ついてはA牧区のみ)の尿を採取し、尿中コルチゾール

レベルを調べた。

3 試 験 結 果 及 び考 察

摂食行動、休息行動、反旬行動、自己なめ行動、移動

およびその他の行動の行動割合において、水田跡地およ

び大面積放牧地の間に有意な差は認められなかった (表

2)。 また、いずれの牧区においても葛藤行動や異常行動

は観察されなかった。社会行動の出現回数 (表 3)およ

びその内容 (親和・敵対・社会的探査)(表 4、 5)にお

いても、水田跡地および大面積放牧地の間に有意差は認

められなかった。水田跡地では、大面積放牧地より親和

行動の出現回数が多く、敵対行動の出現回数が少ないよ

うであった (表 4、 5)。

これらのことから、水田跡地での少頭数放牧牛群は、

大面積放牧地での多頭数放牧牛群と同等に個体維持行動

および社会行動を発現するということがわかつた。親和

行動の量と家畜の生産性は正の関係にあるとする報告が

あるかが、水田跡地において、社会行動の内容のうち親

和行動の割合が有意ではないものの大面積放牧地より常

に高かったことからも、水田跡地における少頭数牛群に

よる放牧は、家畜行動的に問題はないと考えられた。

尿中コルチゾールは、一般的なストレスの生理的指標

である血中コルチゾールの代替として利用が可能である
つ。終牧後の尿中コルチゾールレベルは、水田跡地では 1

頭、大面積放牧地では 2頭による結果であるが、両放牧

地において差は認められず、基礎レベルは同等であると

考えられた (図 1)。 1番草の放牧時では、入牧後、水田

跡地において大面積放牧地よりも尿中コルチゾールレベ

ルは高かつたが、退牧前には差は認められなかった。再

生草の放牧時では、入牧後および退牧前において、両牧

区で尿中コルチゾールレベルの有意な差は認められなか

ったが、水田跡地については入牧後の方が退牧前よりも

高い傾向にあった。これらの結果から、水田跡地での少

頭数放牧は、大面積放牧地での多頭数放牧と比較し、入

牧後に視床下部一下垂体前葉一副腎皮質系が活性化され

ストレス度が相対的に高まる傾向にあるということがわ

かった。しかしながら、退牧前にはその差は解消され、

ウシが環境に順応した可能性が考えられた。ただしこれ

らのコルチゾールレベルの上昇は、除角や去勢によるス

トレス度に比較して非常に小さく、耕作放棄地での少頭

数放牧は、生理的ストレス度の面からも問題はないと思

われた。

4 まとめ
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以上のことをまとめると、行動観察および尿中ホルモ

ンの調査結果から、耕作放棄地における少頭数放牧は、

ウシの行動面においても生理面においても問題はないと

考えられた。しかし、本試験のM41放棄地で用いた供試

牛は、A牧区、B牧区ともに同一農家が所有するウシ 2

頭の組合せであつた。公共草地でのウシの行動観察から、

同一農家出身牛は空間的にも行動的にも親和的なサブグ

ループを形成することが報告されている 3)。 ょって、本

試験の耕作放棄地で放牧された牛群はヽよリス トレスの

少ない親和的関係を形成 しやすい状況にあったと言える

だろう。今後、初対面のウシを狭小な耕作放棄地に少頭

数放牧した場合のウシの行動やス トレス度について、さ

らに検討する必要がある。
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図1各牧区における尿中コルチゾールレベル
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